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１．研究成果の概要 

 本研究の目的は，大学体育バドミントン授業受講者を対象に，オーバーヘッドストローク（OHS）技能と運

動経験との関係を明らかにすることであった．この課題に主観的および客観的側面からアプローチするため，

技能ルーブリックを用いた技能の自己評価と運動経験との関係，動作撮影に基づく動作水準と運動経験との関

係を検討した．調査対象者は，首都圏にある C 大学のバドミントン授業履修者 882 名であった．H 検定の結

果，自己評価による OHS 技能得点は，運動経験 5 水準（バドミントン，打具操作，球技種目，非球技種目，

運動経験無）による違いが見出され，スマッシュにおいて，バドミントン群だけでなく打具操作群が非球技群

と運動経験無群よりも有意に高かった．次に OHS インパクト時の手関節，肘関節，肩関節の各角度に基づく

動作データを H 検定した結果，スマッシュ，クリア，ドロップのすべてで運動経験による差異が認められた．

またその後の多重比較の結果，スマッシュではバドミントン群がすべての群よりも手関節および肘関節の角度

が有意に小さく，運動経験無群はすべての群よりも肘関節および肩関節の角度に有意な差が認められた．結論

として，バドミントンの OHS 技能の自己評価と動作水準は運動経験と関係することが明らかとなった．その

ため，学生の主観的および客観的な技能特性と運動経験の関係を踏まえた授業展開が望まれる． 
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